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カブラハバチの成虫外部生殖器形成におけるAbdominal-B の機能
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　昆虫類の外部生殖器はメスでは産卵管に、オスでは交
尾器に、形態的にも機能的にも特殊化しているが、これ
らは腹部体節およびその付属肢と連続相同な構造だと考
えられる。産卵管は祖先的な無翅昆虫類から完全変態類
に至るまで基本構造は保存されており、昆虫類の共有派
生形質のひとつである（Grimaldi and Engel, 2005）。しか
しながら、産卵様式の多様化に伴い、機能的な産卵管を
もたないものも多い。完全変態類の中でもチョウ目やハ
エ目のような派生的なグループは産卵管を失っている
が、最も祖先的なハチ目は顕著な産卵管を有している。
ハチ目の産卵管は、腹部第 8体節と第 9体節の腹板が特
殊化したものとされている（Snodgrass, 1993）。昆虫の体
節の運命決定にはホメオティック遺伝子群が重要な役割
を果たすことが知られており（Robertson and Mahaffey, 
2009）、産卵管の形成に関わるホメオティック遺伝子の
機能については非常に興味がもたれる（Aspiras et al., 
2011）。これまでにカブラハバチを用いて、胚発生にお
ける体節の運命決定と付属肢形成、さらに変態期の付属
肢の特殊化の分子機構の一端を解析してきた
（Hatakeyama, 2016, 2017）。今回は、後部腹節の形態形成
に関わるホメオティック遺伝子、Abdominal-B（Abd-B）
に着目し、遺伝子ノックダウンにより変態期にその発現
を阻害してその機能を解析した。
　カブラハバチのメス終齢幼虫に Abd-Bの二本鎖 RNA
を注入したところ、30 ng以上を投与すると、幼虫クチ
クラ下で蛹クチクラが形成されてはいるものの脱皮でき
ず、蛹になれない。 1個体当たり3 ngの微量の投与だと
蛹化できるが、産卵管にはほぼ共通して、腹部第 8体節
腹板由来の第 1 valvulaeと腹部第 9体節腹板由来の第 2 
valvulaeが伸長して第 3 valvulaeに格納できない形態形成
異常がみられた。第 3 valvulaeは見かけ上は正常であっ
た。さらに詳細な形態分析が必要ではあるが、Abd-Bは
腹部第 8体節および腹部第 9体節の腹板の端肢節（底節
以外）の伸長に関与すると推測された。これらのメスは

正常に羽化して産卵行動は起こすものの産卵には至らな
かった。内部生殖器の形態や卵成熟には異常はみられず、
成熟未受精卵を賦活すると 88％（176/200, n=5）が正常
発生した。一方、オス終齢幼虫に 3 ngの Abd-Bの二本鎖
RNAを投与すると、腹部第 10 体節の腹板が分岐し、腹
部第 9体節の腹板に酷似した形態となった。この結果は、
蛹期に Ultrabithorax（Ubx）をノックダウンした場合
（T3→ T2, A1→ T2）のように（Hatakeyama, 2016, 2017）、
Abd-Bにも前の体節の形質発現を抑制する機能があるこ
とを示唆している。産卵管は腹板、オスの交尾器は付属
肢に由来すると推測され、これらの器官の相同性につい
ては議論のあるところだが、形態と分子機構の情報を総
合して考察することにより理解が深まると考えられる。
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